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NST活動の一環として火曜日の昼食時間に「お食事ラウンド」をはじめました。

医師をはじめ、管理栄養士、言語聴覚士、看護師など多職種のスタッフが患者
さまの食事場面をチームで評価し、意見交換のもと一人ひとりの状態に合った
食事が提供できるように努めます。何かありましたら、気軽に声をかけて下さい。

摂食・嚥下認定看護師 森田 しおり
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食事ラウンドの目的

1. 嚥下障害がある患者さまを早期発見し対応する

2. 嚥下障害がある患者さまを多職種で回診し、今後の方針（食事形態、
姿勢、介助方法等）を広い視野から検討する

ポジショニング不良、食具の使用困難
食事形態や形態アップの相談

長期絶食からの食事開始の相談など

対象

今回は、岐阜南地域の連携医療施設以外に県内でNST稼働中の施設も

含め、計１４施設３８名のスタッフの方に御参加頂きました。

メインテーマは「地域連携におけるNSTの役割」とし、

①当院NSTサマリーの使用状況、②栄養管理状況に関する情報共有法

③食事形態の情報共有法、④各施設の代表者リストの作成

について話し合いました。前回以上に熱い意見交換が行われ、栄養管理に

関する施設間の情報共有の重要性を強く感じました。そのためにも当院

NSTは定期的にこの情報交換会を開催していきたいと考えています。

参加施設：

松波総合病院、松波老人保健施設、まつなみ訪問看護ステーション、愛生病院、平野総合病院、岐阜中央病院、
長良医療センター、藤井病院、近石病院、羽島市民病院、ライフケアレジデンス茜部、愛の家グループホーム、
山中ジェネラルクリニック、山内ホスピタル



全国各地で胃ろうと栄養の「PDNセミナー」を開催しているNPO法人PEGドクターズネットワーク（PDN)
と、岐阜県内の静脈経腸栄養学会NST専門療法士認定教育施設4施設とで、合同セミナーが開催され
ます。今回は第5回目として当院が4時間の集中講義を行います。皆様の御参加をお待ちしています。

日 時 ：平成24年7月29日（日） 10:00～15:00

会 場 ：平成医療短期大学 大講義室（A棟 3階）

参加費 ：500円

対 象 ：栄養療法に関わるすべての職種

申し込み：栄養科 丸藻（内線2182）

プログラム

・栄養評価と栄養管理のプランニング

・簡易懸濁法のABC

・腎疾患と栄養

・輪になるつながる栄養サポート

第５回 PDN・JSPEN認定教育施設合同セミナーのお知らせ

＊詳細はPDNホームページをご覧下さい

テーマ ： リハビリテーション栄養管理
リハビリテーション科 第二部長 大角淳一先生

テーマ ： リハビリテーション栄養管理
リハビリテーション科 第二部長 大角淳一先生

次回：第3 回院内NST研修会 【 リハビリテーション栄養×口腔ケア】
8888月月月月1111日日日日（水）17:15～18:15 3階講堂

１．アセスメント・・・栄養障害はありませんか？

まずは体重減少と食事摂取量､MNA－SF（対象者注意）

体重減少 ：1.5％減／週以上または5％減／3ヶ月はNST介入を！

食事摂取量： 5日続けて明らかに減っていたらNST介入を！

計測値・検査データと身体機能

リスク ：特に咀嚼嚥下と（不必要な）安静に注意

２．ケアプラン・・・量と経路とゴール

経路は全身状態・嚥下障害の評価のもと患者のQOL向上に最も貢献する経路を検討する

ゴールの設定はSMARTに・・・ Specific：具体的、Measurable:測定可能、

Achievable：達成可能、Related：関連性

Time-bound：期間を明確に

３．栄養も多職種共同チームアプローチ


